
梅林寺「有馬家
あ り ま け

霊屋
た ま や

５棟
 と う

」の重要文化財指定について 

 １文化庁・福岡県と連携した文化財保護に向けての取り組み 

  ●有馬家霊屋の重要文化財指定の端緒は、平成 19 年に梅林寺を訪れた当時の文化庁監 

  査官により、歴史的建造物としての重要性について、教示を受けたことに始まります。 

 ●その後久留米市では、所有者である梅林寺のご理解とご協力のもと、平成 19 年度か 

ら平成 28 年度にかけて有馬家墓所の霊廟
れいびょう

建築
けんちく

や石塔などの調査を継続して実施し、調 

査報告書を刊行しました。調査の間、文化庁の文化財調査官には現地にて指導を受け、 

また、福岡県教育委員会とも綿密に連携をとりながら、調査後の保存方針を検討して 

きました。 

 

２重要文化財指定に向けて 

 ●久留米市では、国の重要文化財指定に向けて平成 29 年 3 月に有馬家霊屋の調査報告 

書を刊行し、文化庁に調査成果を報告しました。 

  ●本年度にはいり、文化庁より重要文化財指定についての具体的な打診をいただき、 

梅林寺と今後の方針について協議を行いました。また、福岡県教育委員会とも調整を 

行い、それを受けて、文化庁の文化財調査官に指定に向けての現地調査をお願いしま 

した。 

●文化庁・福岡県教育委員会・久留米市の三者で指定申請の内容の検討や、必要な書 

類の作成に取り組み、9月 10 日付けで、文化庁に対し有馬家霊屋５棟の重要文化財指 

定についての、意見
い け ん

具申
ぐ し ん

を行いました。 

●文化庁では、久留米市の意見具申の内容に基づき、国の文化審議会に諮問を行い、 

10 月 19 日に、重要文化財指定の答申を受けました。 

 

 ３今後の保存と活用 

●有馬家霊屋５棟は、今後2～3か月後に官報告示により正式に国の重要文化財となる

予定です。 

●今後は、梅林寺と協議を進め、国の重要文化財としての公開活用を具体化していく

とともに、霊屋の保存修理事業実施のために福岡県教育委員会及び文化庁と調整を進

めていきます。 

定 例 記 者 会 見 資 料

平 成 ３ ０ 年 １ １ 月 １ 日
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基本データ 

指定種別：国指定有形文化財 建造物 （重要文化財） 

名称：有馬家
あ り ま け

霊屋
た ま や

５棟 

内容：梅林院
ばいりんいん

霊屋 附 五輪塔３基 石燈籠２基  

春
しゅん

林院
りんいん

霊屋 附 五輪塔４基 石燈籠２基 

春林院位牌
い は い

廟
びょう

 附 宮殿１基 石燈籠１基 

長壽院
ちょうじゅいん

位牌廟  附 宮殿１基 石塔１基 石燈籠２基 

瓊
けい

林院
りんいん

位牌廟  附 宮殿１基 石燈籠２基 

築造時期：江戸時代前期 寛永 7年（1630）～承応 4年（1655）


